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ベトナムの国別レポート 
2022年8月 

堅調な成長により、ベトナムの輸
出企業にビジネスチャンスが到来 



 

  

政治情勢 
ベトナムと中国の関係におけるいくつかの歪み 

 

ベトナム共産党（CPV）は、個人の自由の欠
如、政府の腐敗、政府当局による土地接収に対
する国民の不満があるにもかかわらず、政権の
座を堅持しています。新型コロナウイルスの感
染拡大に対する有効な対策により、政府の支持
が高まっている状態です。 

依然として汚職対策は重要な政治課題であり、
政府は最近、汚職防止キャンペーンを強化して
います。関係者に対して捜査のメスが入り、政
府高官や幹部の逮捕や解任が相次ぎました。汚
職撲滅の取り組みにおいては、CPVはその正当
性をアピールすることを目指していますが、同
時に海外からの直接投資（FDI）を目的とし
て、ビジネス環境の整備も望んでいます。  

南シナ海での相反する主張をめぐる中国との領
土問題は、今後の二国間関係においても深刻な

問題となっている。もう1つの問題として、中国
（とラオス）がメコン川に新たなダムを建設
し、ベトナムに必要な水量を減らしていること
が挙げられる。 

中国の主張の高まりに対抗するため、ベトナム
は日米との政治・安全保障協力を強化すること
に意欲的だ。しかし、ベトナムは海軍を強化し
ているものの、中国の行動に対して重大な挑戦
を行う軍事力がまだ不足しています。同時に、
中国はベトナムの輸出の17%、輸入の34%を占め
る重要かつ強力な貿易相手国であり、ベトナム
の製造業は中国からの輸入原材料に大きく依存
しています。また、両国の政権のイデオロギー
的な類似性を考えると、ベトナム共産党内には
未だに強い親中派が存在している。 

  

 

 

 

ベトナム産業の業績見通し 
2022年8月 

優秀 

業界の信用リスクは非常に低い。業界の業績は過去
の長期的な傾向と比較して非常に良好である。 
 

優良 

業界の信用リスクは低い。業界の業績は過去の長期
的な傾向より良い。 
 

良好 

業界の信用リスクは平均的である。業界の業績は過
去の長期的な傾向と比較して落ち着いている。 
 

やや悪い 

業界の信用リスクは相対的に高い。業界の業績は過
去の長期的な傾向以下である。 
 

悪い 

業界の信用リスクは非常に高い。業界の業績は過去
の長期的な傾向と比較して悪化している。 
 

農業 自動車/輸送 

 

化学薬品 

 

建設 

 

耐久消費財 

 

電子機器/ICT 金融サービス 

 

食品 

 

機械/土木 金属 

 

製紙 医薬品 

 

サービス 

 

鉄鋼 

 

繊維製品 

 



 

 

経済状況 

          
 

                     

           
 

一部逆風もあるが、堅調な回復  

ベトナムのGDP成長率は、2012年から2019年に
かけて年間約7%の伸びを記録しましたが、新型
コロナウイルスの大流行の影響を受け、2020年
は2.9%、2021年は2.6%と鈍化しています。しか
し、ベトナムは2020年の景気後退を回避した世
界でも数少ない経済国です。 

ワクチン接種については、開始当初は低い水準
だったものの、2021年9月からペースを上げ、
2022年7月初旬には人口の約82%が接種を完了
しました。 

2022年上半期は、世界的な需要の回復とロック
ダウン（外出禁止策）の解除により、経済成長
が加速しました。第2四半期のベトナムのGDP

は、前年同期比で7.7%増加しました。この成長
は製造業の躍進に牽引されたものであり、中国
のロックダウンによってサプライチェーンが混
乱する中でも、回復力があることを証明するこ
とになりました。また、4月以降、外国人旅行者

の受け入れを再開（往来の再開）したことで観
光業が活発化し、小売業の売上も回復したこと
で、サービス業の成長も上向きです。 

2022年は経済成長率が7.7%拡大し、輸出は
15.7%、工業生産は19.1%の伸びを見込んでいま
す。投資は12%、個人消費は7.2%の増加を予測し
ています。 

しかし、2022年後半から2023年にかけて、特
にユーロ圏と米国の外需の弱含みにより、さらな
る逆風にさらされることになると予想されます。
また、主要な輸出相手国である中国の景気減速が
続いていることもマイナス要因です。これは、製
造業や輸出の業績に影響を及ぼすでしょう。そ
れと同時に世界的に金融が引き締められていま
す。したがって、2023年のGDP成長率は、6.3%

とやや鈍化すると予想されます。輸出業と製造
業の成長率は、それぞれ7.7%と1.2%に減速する
見込みです。しかし、民間消費と政府消費は引
き続き堅調で、それぞれ7%、6%の伸びを示すと
思われます。 

GDP、前年比（%） 

出典：オックスフォード・エコノミクス、アトラディウス 

輸出入、前年比（%） 

出典：オックスフォード・エコノミクス、アトラディウス 

輸出 

 

 

輸入 

個人消費、前年比（%） 設備投資総額、前年比（%） 

出典：オックスフォード・エコノミクス、アトラディウス 出典：オックスフォード・エコノミクス、アトラディウス 



 
インフレ率は上昇するが、まだコントロールは
可能 

エネルギー価格および食料品価格の高騰によ
り、インフレ圧力が高まっています。政府は物
価上昇の抑制対策（付加価値税の2%引き下げや
燃料税の減税など）を講じていますが、インフ
レ率は2022年に3.3%、2023年に3.8%に上昇す
ると予想されます。しかし、それでも中央銀行
が上限に設定する4%をまだ下回っています。米
国連邦準備理事会（FRB）による積極的な金融
引き締めと、内需の継続的な回復により、私た
ちは、2022年後半と2023年に利上げが数回行
われると考えています。 

成長維持に向けた財政刺激策 

2022年1月、ベトナム政府は、景気回復を持続
させ、新型コロナウイルス感染拡大対策による
制限の影響を受けた企業や一般世帯を支援する
べく、2022年から2023年にかけて、350兆ドン
（154億ドル）近くの景気刺激策を承認しまし
た。この刺激策には、2022年末までの付加価値
税の2%引き下げ、法人税の減税、パンデミック
の影響を受けた企業への融資支援として借入金
利引き下げ、医療制度に対する支援資金、イン
フラ支出の拡大が含まれています。 

2022年の財政赤字はGDP比4%、政府総債務は
GDP比40%と、対処可能なレベルにとどまって
います。これまでのところ、政府は地方債市場
と財政準備金で必要な資金を賄っており、大き
な問題はありません。 

ベトナムの対外債務構造は安定的で（満期が長
く、ここ数年は公的債権者からの資金調達に頼っ
ている）、今後数年間でさらに減少すると予想
されています。ベトナムの外貨保有高は、対外
的な資金需要をカバーするのに十分です。 

現在のベトナムの輸出企業のビジネスチャンス  

現在、一部のベトナムの産業は、海外の輸出業
者にとって大きなビジネスチャンスになってい
ます。また、ベトナムが複数の自由貿易協定に
加入していることも、これを促進しています
（下記参照）。 

農業分野では、農産物の生産量拡大と輸出促進
を目的として、農薬や肥料の需要が高まってい
ます。小売業と消費財分野の売上は、ロックダ
ウンの解除以降、回復しています。今後数年間

は、堅調な個人消費や所得の増加に伴う成長が
期待できます。ベトナムの小売業の売上高は、
2022年、2023年ともに年率7%以上の増加が見
込まれています。電子機器／ICT関連設備・部
品の販売業界は、堅調な生産増と継続的な投資
による恩恵を受けることになるでしょう。機械/

土木製品の需要は、産業建設やインフラプロジェ
クトへの支出増加により、好調に推移していま
す。また、ベトナムの運輸・物流分野は、海外
投資の増加、輸出の伸び、中国からベトナムへ
のサプライチェーンのシフト、eコマースの拡大
などを背景に、短期的には2桁の成長率が見込ま
れ、ビジネスチャンスがあると言えます。 

中長期的には成長の見通しは良好 

長期的に見ると、ベトナムは今後もアジア太平
洋地域で最も急速に経済成長する国の一つであ
り、外国直接投資（FDI）の主要投資先であり
続けるでしょう。高い技能を持つ労働力が豊富
にあり、人件費も比較的安価なことがベトナム
の魅力の一つです。ベトナムは、輸出志向の製
造業にとって、中国に代わる主要な低コスト地
域です。 

輸出製造業が中国からベトナムへシフトされる
動きは、米中貿易戦争の前からすでに始まって
いたが、これはベトナムの特に既製服（RMG）
業界での生産コストが比較的低いことに起因し
ています。この傾向は、2019年以来、貿易戦争
をきっかけとした貿易の多角化の恩恵を受けて
加速しました。繊維生産以外にも、消費財や情
報通信技術（ICT）製品の製造業で、中国からベ
トナムへのシフトが進んでいます。2020年上半
期の新型コロナウイルスによるサプライチェーン
の混乱や北京のゼロコロナ政策によるロックダ
ウンもあり、中国から生産拠点を移す流れはさ
らに加速しています。 

ベトナムは生産コストが低く、すでに複数のバ
リューチェーンに組み込まれており、道路、鉄
道、港湾などのインフラが整備されていること
も、この傾向を後押ししています。強力な投資
促進と経済特区の存在は、ベトナムで新たな生
産拠点の立ち上げや既存の生産拠点の拡大を目
指す企業にとって魅力的です。ベトナムの長期
的な成長の可能性は、（ゆっくりとではあるも
のの）進行している民営化プロセスから恩恵を
受けると考えられ、国内企業の外国人所有比率



 
の増加を可能にしています。こうした要因は、
今後数年間の投資や輸出の堅調な推移につなが
るはずです。 

自由貿易協定の大規模ネットワーク 

複数の自由貿易協定に加入していることは、ベ
トナムにとっての大きな強みです。ベトナム
は、ASEAN加盟国であるほか、特にASEAN自由
貿易協定（AFTA）とASEANの他の経済圏と二国
間貿易協定を結んでいることが大きなメリット
になっています。ベトナムはさらに、アジア太
平洋地域の15か国が加盟する地域的な包括的経
済連携協定（RCEP）、およびカナダ、チリ、メ
キシコ、ペルーなど11か国が加盟する環太平洋

パートナーシップに関する包括的及び先進的な
協定（CPTPP）に加盟しています。また、2022

年5月に米国が中心となって設立したインド太平
洋経済枠組み（IPEF）にも加入しています。 

2020年8月に発効したEUベトナム自由貿易協定
（EVFTA）は、ベトナムの貿易政策にとって大
きな一歩となり、最終的に両者間で取引される
全商品の関税の99%が撤廃されることになりま
した。 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 免責事項 

本レポートは情報提供のみを目的とするものであり、いかなる読者に対しても投資助言、法的助言、または特定の
取引、投資、もしくは戦略に関する推奨をするものではありません。読者は提供された情報の利用に関し商用また
は非商用を問わず、必ず独自の独立した判断に依拠するものとします。アトラディウスは、信頼できる情報源から
得た情報を本レポートに掲載するよう最善を尽くしていますが、誤りまたは遺漏、あるいはこの情報の使用に起因
して生じる結果に対して一切の責任を負わないものとします。本レポートに含まれるすべての情報は「現状のま
ま」提供され完全性、正確性、適時性またはその使用に起因して生じる結果について、明示または黙示を問わず、
いかなる保証も伴わないものとします。いかなる場合にも、アトラディウス、その関連するパートナーシップもし
くは法人、またはそのパートナー、代理人もしくは従業員は、読者またはその他の者に対して、本レポートの情報
に依拠した判断もしくは行為、または結果として生じた特別もしくは類似したあらゆる損害について、これらの損
失もしくは損害の可能性について言及していた場合でも、一切の責任を負わないものとします。 

著作権 Atradius N.V. 2022  
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